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概要 
データウェアハウスは進化し、単なる戦略的なレポート、分析、予測を行うツールではなくなりま
した。今日では、企業はデータウェアハウスに含まれる価値ある情報を日々の業務に取り入れるた
め、多大なリソースを投資しています。このような企業で、業務上の意志決定にビジネス・インテ
リジェンスを取り入れると、1日を通して業績を最適化できるようになります。ただし、データがリ
アルタイムで提供されなければ、そこまで効率を高めることはできません。 

リアルタイム・データはどうしてそれほど重要なのでしょうか。業務系ユーザーをサポートし、次
にとるべき行動に影響を与えるには、今現在起きていることをエンタープライズ・データウェアハ
ウスが把握している必要があります。データウェアハウスのデータ収集の要件に対応しているデー
タ統合テクノロジーは多数あります。IT部門は、イントラデイ・バッチによるETL（抽出、変換、ロー
ド）処理、ミニバッチ、エンタープライズ・アプリケーション統合（EAI）、ELT（抽出、ロード、
変換）テクノロジー、リアルタイム・チェンジ・データ・キャプチャ（CDC）テクニックなど、さ
まざまなアプローチを評価するのは、少ない待機時間でデータを取得するという要求に応える必要
があるためです。IT部門の課題は、どのソリューションやソリューションの組合せだと、オペレーショ
ナル・データウェアハウスへの移行を推進するために必要な現行データの要件に見合うのかを見き
わめることにあります。  

このホワイト・ペーパーでは、オペレーショナル・データウェアハウスへの移行が必要となるビジ
ネス上の理由について説明した後、リアルタイムCDC機能を使用して業務系ユーザーをサポートす
る方法を中心に、一般的なデータ統合アプローチをいくつか紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 



オペレーショナル・データウェアハウスのためのデータ統合アーキテクチャ 
 

データウェアハウスにリアルタイム・データが必要な理由 

ビジネスのペースはますますリアルタイムに近づいています。競争力の強化に目を向けている組織
は、好機を開拓し、これまで以上に迅速かつ正確にビジネス・イベントを取得して対応しようとし
ています。今日では、競争力の大半は、ITを効果的に使用することにあります。したがって、その観
点からすると、ビジネス・インテリジェンス（BI）の速度と正確さを向上させるには、エンタープラ
イズ分析フレームワークと組み合わせた堅牢なエンタープライズ・データウェアハウスが非常に重
要であると言えます。 

企業全体では、各業務部門がさまざまな活動を通してデータを収集し、今では多くの組織がこのデー
タを中央のデータウェアハウスに配信しています。データはそこで取得、集計、分析され、意志決
定の改善ために活用されます。そうした意志決定の質は、データウェアハウス上で実行される分析
アプリケーションの精巧さのレベルだけでなく、基盤となるデータにも左右されます。データは完
全で正確かつ信頼できるものでなければなりません。そのため、データはタイムリーである必要が
あります。データがタイムリーであれば、より適切な情報に基づいた決定ができます。 

企業のデータ分析に使用されるデータ・レコードのライフサイクルは、データベースなどのデータ・
リポジトリ内にあるビジネス・イベントを取得するところから始まります。イベント・レコードは
データ取得テクノロジーによってデータウェアハウスに配信されます。データは分析処理を経て情
報に変えられ、ビジネス上の決定に基づいて対応策がとられます。 

リアルタイムでアプローチを取るには、イベントが発生してから対策がとられるまでの時間を最小
化する必要があります。図1に示すとおり、最初のデータ取得からデータウェアハウスへの配信まで
で待機時間の大半が発生しています。 

図1.データの取得と処理に時間がかかるほど、情報の価値が低下します。 

最近、BIおよびデータウェアハウスに関するこの傾向について、主要な業界アナリストたちはリアル
タイム機能を導入した企業によって達成された明確な値に基づいた報告を行いました。たとえば、
TDWIは、『TDWI Best Practices Report Operational Data Warehousing (Q4 2010)by Phillip Russom』
の中で、次のように述べています。 
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「オペレーショナル・データウェアハウスや、類似したテクノロジーや手法の採用によって、時間の
影響を受けやすいビジネス・イベントへの対処に使用できる選択肢が増えるため、ビジネスの方法
を変えることができます。自社のビジネス（および競合企業のビジネス）のペースが加速するにつ
れ、迅速な対応に対する企業への要求と期待がますます高まります」。また、リアルタイム・デー
タがオペレーショナル・データウェアハウスに重要である理由についても次のように説明していま
す。「リアルタイム・データウェアハウスに飛びつく理由は何でしょうか。業務系アプリケーショ
ンからデータウェアハウスに転送されるリアルタイム・データは、オペレーショナル・データウェ
アハウス（OpDW）に不可欠なものだからです」。同様に、『2009 Update:Evaluating Integration 
Alternatives』レポートでForresterは次のように述べています。「現在の複雑なデータ統合要件は、
データ品質、メタデータの堅牢性、監査機能のほか、夜間バッチからリアルタイム・サービスまで
を含むさまざまな方法で種類の異なるITエコシステム間のデータ配信を行うことが必要になる品質
保証契約（SLA）が備わっている必要があります。変化し続けるこうしたニーズに対応するために、
ETLソフトウェア・ベンダーは、より強固なメタデータ管理、統合型データ品質とプロファイリング、
CDCやデータ連携をはじめとするリアルタイム・データ統合テクニックが含まれるように製品構成
を拡張してきました」。 

現場ユーザーによる業務上の意志決定をサポートするためのデータウェア

ハウスの進化 

従来のデータウェアハウスでは、戦略的BIのサポートに重点が置かれていました。数か月または数年
単位の計画期間に影響する戦略的な計画の立案に携わる少人数のアナリストや意志決定者のための
リソースが戦略的BIです。今日では、業務系職務の中でデータウェアハウスを使用し、現場ユーザー
のワークロードにミッション・クリティカルな意志決定のサポートを加えることで、データウェア
ハウスの価値と競争力を最大化している企業がますます増えています。 

この新しい機能はオペレーショナルBIと呼ばれます。図2を参照してください。 

Claudia Imhoffがまとめた”戦略的BI、戦術的BI、オペレーショナルBIの違い”をベースにしています。 

図2.データウェアハウスは戦略的計画立案だけでなく業務用リソースとしても使用されるようになりました。 
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長期的な戦略に関わる意志決定は、前日、または前週のデータから導出された過去の値に基づいて
下すこともできますが、現在のような競争の激しいビジネスの世界では、戦略的計画の立案時だけ
でなく、業務上の意志決定を下すときにもデータウェアハウス資産やBI資産からROIを見る必要があ
ります。特に、現場従業員が最新の情報を持っていれば、より効果の高いサービスを提供でき、ビ
ジネス機能を効率化できます。オペレーショナル・データウェアハウスを使用すると、進行中の業
務系データに履歴データを組み合わせられるため、さらに多くのビジネス・ユーザーがより多くの
情報に基づいて先を見越した決断を下せるようになります。 

データウェアハウスでリアルタイム・データを使用するROI上の理由 

オペレーショナル・データウェアハウスを使用する場合は、情報がリアルタイムに近づけば近づく
ほど、現場ユーザーが対策を取れる可能性が増加します。現場ユーザーが次に起きそうなことを判
断してそれに影響を与えるには、今現在起きていることに関連する情報と、組織の記憶として選び
抜かれた企業履歴データが必要です。たとえば、1分前の在庫データや価格設定データを使用できる
小売店経営者は、前日のニュースに頼っているライバルよりも主体的に吹雪などの突発的な外部事
象に対応できます。 

エンタープライズ・データウェアハウスは、社員が優れた“小さな決断”を下すときに役立ちます。こ
の小さな決断が積み重なることで、ビジネス戦略に沿った競争力が増大します。例： 

• ここに表示されている条件に基づいてこの小包を発送するべきか。 

• この顧客への特別サービスまたはアップセルを現時点で延長するべきか。 

• 今朝の結果に基づいて現行のマーケティング・キャンペーンを変更するべきか。 

リアルタイム情報を活用して競争力を手に入れられるビジネス分野にはさまざまなものがあります。
ここでは、カスタマー・エクスペリエンス、業務の効率性、またはこの両方に変化が見込まれる上
位5つの分野について説明します。 

顧客サービス 

1分前の最新データを使用できる企業は、会社のWebサイト上で顧客が最近とった行動や、顧客が送
信したサービス・チケットの最新ステータスなど、完全な最新の顧客情報を入手できます。顧客か
ら問合せがあった場合は、手元にある情報を基に、サービス・チームが顧客の要求を迅速かつ効果
的に処理できます。 

さらに、今や企業は顧客ポータルを通じて最新の情報を顧客に提供する必要があります。バックエ
ンド・システムのリアルタイム・データを使用して顧客ポータルを更新することで、正確な情報を
Web上で顧客に提供できます。これが、アカウント情報の参照、確認、または訂正を求める顧客か
らの問合せ数の減少につながり、結果として業務コストが削減されます。 
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ターゲットを絞ったマーケティング 

顧客に関する最新情報があると、自社との取引を始めようとしている顧客に対して個別にターゲッ
トを絞ったキャンペーンを実施することもできます。業界トップクラスの数社は、リアルタイム情
報を使用して、顧客が自社に問い合わせている問題を考慮に入れた個別プロモーションを実施して
います。これらの会社では、プロモーションの受入れ率が高くなっています。顧客がそのとき抱え
ていた問題にプロモーションの内容が関連していたことや、顧客がすでに会社に問合せをしていた
ことが要因です。 

キャンペーンの最適化 

進行中のキャンペーンの結果を確認できる時期が早ければ早いほど、マーケティング・チームがプ
ロモーションを調整できるタイミングも早くなり、キャンペーンの効果が増大します。この機能を
使用することで、マーケティング予算を最適化できるとともにキャンペーンの目標をより早く達成
できます。たとえば、小売業界の会社はリアルタイム・データ統合を使用して各地から店舗のデー
タを収集して本部に戻しています。これらの会社では、このデータを使用して適切なタイミングで
店舗の業績を比較し、プロモーションの実施方法を改善しています。 

不正検出 

上記と同様に、危険なトランザクションが見つかる時期が早ければ早いほど、トランザクションを
停止できるタイミングも早くなり、損失の拡大を防ぐことができます。そのため、金融サービス業
や電気通信業の主要な組織の多くは、トランザクション・システムからデータが取り込まれるまで
の時間を可能な限り短縮することで、不正検出システムのROIを最大化させています。 

従業員の最適化 

サービスベースの企業では、人材およびその仕事場所を最適化することで、カスタマー・エクスペ
リエンスを向上できるだけでなく、人件費も最小化できます。たとえば、フィールド・サービスを
担当する従業員のスケジュールは、道路交通などの外的状況や顧客の要求に応じて、1日中いつでも
簡単に変更できます。リアルタイム・データ統合とリソース・プランニング・アプリケーションを
連携させると、動的に変化するイベントを考慮して、もっとも効率的なスケジュールと人員配分で
顧客にサービスを提供できます。 

ビジネス・インテリジェンスを業務の遂行に活用することで、サプライ・チェーンの可視性などを
はじめ、多くの分野にはっきりとしたメリットがもたらされます。ゲート係員、レジ係、港湾労働
者、銀行の窓口係、販売員、顧客サービス/コールセンターの電話応対係、顧客、サプライヤーなど、
何百人から何万人ものユーザーがタイムリーな情報の恩恵を受けられます。結局のところ、業務に
BIを取り入れることで自動化が促進され、それにより効率が向上します。リアルタイム・データ・
フィードを使用すると、データウェアハウスでビジネス・アクションをトリガーできるため、事前
に定義したビジネス・ルールに基づいて自動的に決定できる項目がますます増えます。 
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高可用性とオペレーショナル・データウェアハウス 

前述したオペレーショナル・データウェアハウスは業務と複雑に絡み合っているため、24時間365
日休みなく下される業務上の意志決定をこのデータウェアハウスでサポートするには、最高レベル
の可用性が必要となります。計画停止か計画外停止かに関係なく、今は停止時間が発生するとデー
タウェアハウスに依存しているビジネス・プロセスに直接影響が及びます。そのため、基盤となる
データベースでは、ハードウェア障害やソフトウェア障害などによる計画外停止、およびデータベー
スやアプリケーションのアップグレード・サイクルなどによる計画停止に備え、可用性を最大化す
る機能をあらゆるレベルでサポートする必要があります。また、ユーザーやアプリケーションの誤
操作により発生することが多いデータ損失を防ぐ必要があります。こうした要件の新たな出現によ
り、企業はデータウェアハウスに対する考え方を大幅に転換する必要性が求められています。 

オペレーショナル・データウェアハウスのデータ統合アプローチ 

データ取得のニーズに対応したテクノロジーは多数存在します。それらのソリューション間の最大
の差別化要因は、データの取得と配信のスピード、およびソース・システムへの影響の程度です。
システムへの影響が少なくバッチ時間枠への依存がないリアルタイム・データ配信テクノロジーは
ほとんどありません。適切なソリューションを選択するには、次の項目をはじめとする組織のデー
タ要件を包括的に理解する必要があります。 

• データ量（データのサイズおよび更新数） 

• データ移動の頻度 

• データの整合性 

• 変換の要件 

• ビジネス継続性に必要な、または影響を与える停止期間（バッチ時間枠） 

よくある誤解を明確にするために、一部のデータ取得テクノロジーを“ライトタイム（Right-Time）”
BIと呼んでいます。ライトタイムとは、BIにアクセスするエンドユーザーのニーズを意味し、タイミ
ングはユースケースに応じて異なります。データ待機時間に対するニーズも、時間の経過とともに
変化します。現在ユーザーが必要としているデータ待機時間は、プロジェクトや新しいビジネス構
想に応じて、翌年に変わる可能性もあれば数か月で変わる可能性もあります。オペレーショナル・
データウェアハウスの場合は、リアルタイム・データ統合機能を備えているテクノロジー・インフ
ラストラクチャを基盤とし、データにアクセスする適切なタイミングをビジネス・ユーザーが選べ
るようにする必要があります。 

従来のデータ統合アプローチ 

従来のデータ取得アプローチには、スクリプト、ETL、EAI、リアルタイムCDCなどがあります。ス
クリプトおよびETLのデータ配信はバッチ指向で、EAIおよびリアルタイム・ログベースのCDCでは
連続的なデータ取得がサポートされます。 

図3は、データ・アーキテクチャの要件別に各種アプローチを比較したものです。 
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データ取得アプローチの種類別比較 

属性 スクリプト ETL EAI ログベースのCDC 

データ量 中程度 非常に多い 少ない 多い 

クロック周波数 断続的 断続的 連続的 断続的または連続的 

待機時間 中程度～長い 中程度～長い 短い 短い 

トランザクション整合性 なし なし なし 製品によって異なる 

変換 中間的な機能 高度な機能 基本機能 基本機能 

処理のオーバーヘッド 断続的で大きい 断続的で大きい 継続的で中程度 継続的で小さい 

バッチ時間枠 あり あり なし なし 

図3：おもな条件に関する各種データ取得方式の比較 

スクリプト 

スクリプトは柔軟かつ経済的に開発でき、ほぼすべてのオペレーティング・システムで組込みスケ
ジュール機能を使用してスクリプトを起動できます。ただし、スクリプトには開発者リソースの時
間と労力を消費するなどの多くの課題があるほか、管理性、ドキュメント、品質保持契約の遵守と
いった管理上の課題もあります。 

抽出、変換、ロード 

大量のデータを一括して移動する場合は、ETLが最適なソリューションと言えます。パッケージ化さ
れたETL製品も、高度な変換機能を備えています。データ取得を実行するETLタスクは断続的に実行
されます。通常は、データソースの変更が行われない夜間のメンテナンス時間帯に実行し、データ
取得中にデータソースが変更されてオンライン・トランザクション処理（OLTP）システムとデータ
ウェアハウスの間で不一致が発生しないようにします。 

データ待機時間を短縮するために、一部のETL製品ではCDC機能を実行できるか、実行できるように
カスタマイズできます。この構成をサポートするために、大部分のETLツールでは、タイムスタンプ
などの追加のデータをソース表に格納し、前回の問合せ以降に変更されたデータを識別できるよう
にする必要があります。ほとんどのデータベースはそうした対応ができるように設計されていない
ため、データベース・スキーマの変更によりソース・アプリケーションで問題が発生する可能性が
あります。変更を識別するためにデータベース全体に対して複雑な問合せを頻繁に実行することが
必要になるため、このような構成は本番システムに負荷をかける可能性もあります。さらに、この
システムを使用して変更データを取得しても、必ずしもリアルタイムでデータが配信されるわけで
はありません。通常、こうしたソリューションでは、ETLサーバー上に変更データがステージングさ
れたままになり、バッチ処理によってようやくターゲットのウェアハウスにロードされるためです。 
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注意すべきなのは、全般的に、ビジネス・クリティカルなシステムで許容されるバッチ時間枠が短
縮され続けているという点です。OLTPシステム内のトランザクション・データが著しく増加してい
るうえに、これらのシステムおよびオペレーショナル・データウェアハウスの高可用性を24時間365
日、またはそれに近いレベルに維持する必要があるため、バッチ時間枠に割り当てられる時間がほ
とんど、またはまったく残りません。いつかは、別のデータ統合アプローチを検討することが必要
になります。エンタープライズ・データウェアハウスの更新頻度を増やそうとしてミニバッチやイ
ントラデイ・バッチなどのバッチ・ロードを1日に何回も実行すると、リアルタイム・インフラスト
ラクチャを本当の意味で実現することができないまま、オーバーヘッドとビジネスの中断という犠
牲を払うことになります。 

エンタープライズ・アプリケーション統合 

もともとアプリケーション統合向けに設計されているEAIソリューションが、リアルタイム・データ
統合ソリューションへと進化しました。EAIソリューションはソース・システムとターゲット・シス
テムとの間で連続的にデータを配信します。高速データ配信機能を備え、高度なワークフローをサ
ポートし、基本的なデータ変換を容易に行います。ただし、EAIはデータではなくアプリケーション
を統合するために設計されているため、データ量に制約があります。EAIはアプリケーションを起動
して指示とメッセージを移動するように設計されています。ソース・システムからのデータ移動は
侵入的な手法で行われます。とはいえ、データをリアルタイムで移動できる能力を備えたEAIソリュー
ションは、オペレーショナル・データウェアハウスを必要とするデータ量の少ない環境では使用で
きます。 

チェンジ・データ・キャプチャと配信 

企業データソースに対する変更を識別して取得し、取得した変更をターゲット・システムに配信す
るのがCDCテクノロジーです。他のテクノロジー・カテゴリと同様に、すべてのCDCソリューショ
ンが同じように作成されているわけではありません。つまり、影響が少ないものやトランザクショ
ン対応のものばかりではないということです。また、市販されているソリューションは、全体的な
ソリューション・オーバーヘッド、待機時間、スケーラビリティ、柔軟性、データ整合性、リカバ
リ能力の点でばらつきがあります。ログベースのCDCを使用する場合は、バッチ時間枠が不要にな
りソースへの大量のオーバーヘッドがなくなり、数ミリ秒でデータが配信されますが、いまだに最
初から最後までバッチ・モードで動作するCDCソリューションもあります。そのバッチ・モードで
は、ETL製品の“プル”（要求）を定期的に使用して、前回の要求以降に行われた新たな変更をすべて
含むバッチ・データを受信し、バッチ・データに対して変換を実行してからターゲット・システム
にデータがロードされます。 

リアルタイムCDCソリューションでは、連続したストリーミング（“プッシュ”）アプローチでデータ
が配信されます。このようなソリューションでは、発生と同時にデータ変更が取得され、ただちに
ターゲット・データウェアハウスまたはETLシステムにプッシュされ、変換が実行されます。合計待
機時間は数分または数秒にまで短縮される可能性があり、データはほぼ瞬時にオペレーショナルBI
やレポート作成に使用できるようになります。変更データをデータベース・トランザクション・ロ
グから取得するリアルタイムCDCソリューションは、データベース・トリガーまたは表スキャンを
使用するソリューションとは異なり、ソース・システムのパフォーマンスに影響を与えません。 
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データ変換の実行場所 

データウェアハウスが進化し、リアルタイム・データ・フィードの効果により、より業務で使用さ
れるようになり、データ変換に対する要件も変化してきました。前述のとおり、従来のデータウェ
アハウスは、データ取得がバッチ指向のものがほとんどです。データはリレーショナル構造と多次
元構造との間で転送され、通常は、指定したETLエンジンで変換処理のほとんどが実行されます。 

データウェアハウスがリアルタイム化するにつれ、データウェアハウスで変換が実行される傾向に
あります。この方式はELTアプローチと呼ばれ、抽出、ロードを行った後に変換が行われます。デー
タおよび分析の待機時間を短縮するために、データウェアハウスにデータをステージングして変換
が行われます。これにより、一元化されたサーバー上で変更データを集計する必要がなくなり、全
体的なデータ・フローから中間のステップが削除され、専用のETLサーバーの購入と管理にかかるコ
ストも排除されます。 

リアルタイム・データ・フィードを受信するオペレーショナル・データウェアハウスの主要な要件
は、ロードと問合せのワークロードを両方とも同時に処理できることです。このような混合ワーク
ロードをサポートできるように設計されているエンタープライズ・データウェアハウスが増え始め
ているため、リアルタイム・データ・フィードの利点を十分に現実化できます。Oracle Exadataなど
の主要なデータウェアハウス・ソリューションでは、混合ワークロードがサポートされるため、タ
イムリーなデータを使用して連続データ・ロード、ダッシュボード更新、事前構築済みのレポート
作成ができます。 

オペレーショナル・データウェアハウスに適したOracle GoldenGate 11g 

リアルタイム・データ取得を可能にするために、Oracle GoldenGateはログベースのリアルタイムCDC
機能を使用して、OLTPシステムとデータウェアハウスとの間で最新の変更データを連続して取得お
よび配信できるようにしています。Oracle GoldenGateでは、プッシュ・アプローチを使用してトラ
ンザクション・リアルタイム・データの取得、ルーティング、変換、および配信が行われます。ソー
ス・システムで新しいデータベース・トランザクションがコミットされると同時に、データベース・
トランザクション・ログを介して即座にデータが取得され、データウェアハウスに移動されます。
このデータを基に、データウェアハウスで拡張機能、戦略的機能、およびオペレーショナルBI機能を
実行できます。Oracle GoldenGateでは、取得した時点または配信するときに、低レベルの基本的な
変換を実行できます。 

厳しい変換要件がある場合は、Oracle Data Integrator Enterprise Edition（EE ）11g にOracle 
GoldenGate 11gを統合して、データウェアハウス向けのエンド・ツー・エンド・ソリューションに
することができます。この構成では、トランザクション・データがOracle GoldenGate 11gによって
データウェアハウス内のステージング領域に配信され、Oracle Data Integrator Enterprise Editionで
データベース内変換が行われることで、E-LTアーキテクチャがサポートされます。Oracle GoldenGate
を使用すると、既存のETLサーバーにもデータを配信できます。 

バッチ時間枠が不要なOracle GoldenGateは非常に影響が小さく、大量のデータ移動をサポートして
います。また、障害発生時や停止時のデータ・リカバリ能力を向上させ、読取り一貫性と参照整合
性を維持してデータを移動します。 
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Oracle GoldenGate 11gとOracle Data Integrator EE 11gを組み合わせると、リアルタイム・データウェ
アハウスをサポートするエンド・ツー・エンドの統合型ソリューションになります。Oracle Data 
Integrator EE 11gにOracle Enterprise Data Qualityを統合すると、この堅牢なソリューションはさらに
強化されます。 

Oracle GoldenGate 11gとOracle Data Integrator 11gは両方とも、Oracle Exadata Database Machine
および他の主要なデータウェアハウス・ベンダー製品で正常に動作することが保証されています。
Oracle Exadataはパフォーマンスと可用性がともに高く、混合ワークロードを強力にサポートするた
め、オペレーショナル・データウェアハウス・ソリューションに最適なデータウェアハウスです。
今日の現場従業員および事業部門長が求める非常に迅速な応答時間が得られます。 

図4.オラクルは、Oracle GoldenGate、Oracle Data Integrator、Oracle ExadataおよびOracle Business Intelligence Enterprise Editionを使用した完全なリア

ルタイムのオペレーショナル・データウェアハウス・ソリューションを提供します。 

 

Oracle GoldenGateの機能概要 

Oracle GoldenGateには、種類の異なる環境の間でトランザクション・データをリアルタイムに取得、
ルーティング、変換、配信するための処理モジュールが含まれています。Oracle GoldenGateはリア
ルタイム・データウェアハウスの実装要件に適合するように設計されています。 

データの取得 

Oracle GoldenGateのCaptureモジュールは、非侵入的にソース・データベースに常駐し、新しいトラ
ンザクションを連続的に取得します。新しいデータは、データベースにもプラットフォームにも依存
しない、Oracle GoldenGateTrailファイルと呼ばれるユニバーサル・データ形式のファイルに即座に移
動されます。Trailファイルを使用することで異種環境が可能となるだけでなく、ソースまたはターゲッ
トでシステム停止が発生した場合のデータ損失またはデータ破損のリスクも排除されます。 
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データの配信 

Oracle GoldenGateのDeliveryモジュールは、数ミリ秒のエンド・ツー・エンド待機時間で、すべて
の新しいデータをデータウェアハウスに連続して配信します。つまり、より高度で俊敏なBI、対応策、
およびレポート作成に、いつでも最新のデータを使用できます。さらに、どのようなときでも、移
動されるデータセットのサイズが小さくなるため、バッチ方式の場合とは異なり、ソースおよびIT
インフラストラクチャへのオーバーヘッドはごくわずかです。Deliveryモジュールは、参照整合性を
維持しながら、読取り一貫性のあるデータを適用します。 

変換のサポート 

Oracle GoldenGateには、低レベル変換のための組込み機能があります。完全な、高パフォーマンス
の変換要件がある場合は、Oracle Data Integrator EEと組み合わせることができます。この結合ソ
リューションでは、より高いエンド・ツー・エンド・パフォーマンスが求められている場合に、ウェ
アハウス内でセットベースの変換を実行できます。このELTアーキテクチャでは、中間層サーバーを
追加する必要はありません。 

異種性 

Oracle GoldenGateは、Linux、UNIX、Microsoft Windows、Oracle Solaris、およびHP NonStopの各
プラットフォーム上で稼働するさまざまなデータベース・バージョンのOracle Database、MySQL、
SQL Server、IBM DB2 for System z、System i、LUW、Sybase ASE、Enscribe、SQL/MP、SQL/MX、お
よびTeradataに対してログベースのCDCをサポートしています。Oracle GoldenGateを使用すると、
SQL Server、Teradata、Oracle Database、Netezza、Greenplum、およびHP Neoviewを含むさまざま
なデータウェアハウスにデータを配信できます。また、Oracle Exadata Database Machineとの間の
データ取得またはデータ配信が正常に行われることが保証されています。Oracle GoldenGateを
Oracle GoldenGate Application Adaptersと併せて導入すると、メッセージング・システムとの間で
のデータ取得とデータ配信もできます。 

Oracle GoldenGateと同様、Oracle Data Integratorでも、種類の異なるソース・システムからデータ
を 移 動 し て Oracle Databaseお よ び Oracle 以 外 の デ ー タ ベ ー ス へ 配 信 で き ま す 。 Oracle Data 
Integratorのナレッジ・モジュールを使用すると製品に拡張性が導入され、すべての主要なプラット
フォームおよびデータベースをサポートできるようになります。詳しくは、Oracle Data Integrator
のデータ・シートを参照してください。 

柔軟性 

別のCaptureモジュールとDeliveryモジュールを追加するだけで、新しい、または異なるデータベー
ス・ソースやターゲット・システムをデータウェアハウス・ソリューションに迅速かつ容易に組み
込むことができます。そのため、簡単にスケーラビリティが得られ、任意のクローズドループ・ア
クティビティのためにデータをOLTPシステムに戻すソリューションや、レポート・インスタンス、
データ・ストア、バックアップ、または他のターゲット・システムにデータを同時に送信するソリュー
ションを、Oracle GoldenGateで拡張できるようになります。Oracle GoldenGate環境の管理をさらに
簡素化するために、Oracle Management Pack for Oracle GoldenGateを導入できます。これは、企業
全体でサポートされているOracle GoldenGateのすべての処理モジュールの導入、監視、レポート作
成を高速化するグラフィカル・ユーザー・インタフェースのアドオン製品です。 
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Oracle GoldenGate 11gとOracle Data Integrator Enterprise Edition 11gの組合せ 

Oracle Data Integrator Enterprise Edition 11gは、オープンな統合型E-LTアーキテクチャを使用して、
高パフォーマンスのデータ移動とエンタープライズ・プラットフォーム間での変換を提供します。
すべての主要なデータベース、データウェアハウス、サービス指向アーキテクチャ、ビジネス・イ
ンテリジェンスに対し、組込みの接続機能が含まれているため、Oracle Data Integrator Enterprise 
Editionはデータ中心のアーキテクチャにかかる総所有コストの低減に役立ちます。使いやすいイン
タフェースに豊富な拡張フレームワークが組み合されていることで、生産性の向上と開発コストの
低減に役立ちます。Oracle Data Integrator Enterprise Editionは、Oracle Fusion Middleware、Oracle 
Database、およびOracle Exadataと完全に統合されています。 

厳しい変換ニーズがある場合は、Oracle Data Integrator EEのELT機能にOracle GoldenGateを組み合
わせることができます。この構成では、Oracle GoldenGateがソース・システムに影響を与えずに、
リアルタイムの連続データ取得（ETLの“E”の部分）またはELT処理を実行します。 

完全な統合されたオープン・ソリューション 

Oracle Data Integrator EE 11gとOracle GoldenGateを併用すると、統合型設計環境が提供されます。
このソリューションを使用すると、Oracle GoldenGateの影響の小さいリアルタイム・チェンジ・デー
タ・キャプチャ機能を備えたELTアーキテクチャが構築されます。Oracle Data Integrator EEは、パ
フォーマンスの向上とデータ統合コストの削減を同時に実現し、異種システム間でも問題なく動作
する独自の次世代型ELTテクノロジーを提供します。この統合型ソリューションでは、Oracle Data 
Integrator 11gのユーザー・インタフェースを使用してOracle GoldenGateを構成できます。構成が完
了すると、Oracle GoldenGateがリアルタイム・データ・フィードをターゲット・データベースのス
テージング表に配信します。Oracle Data Integrator EEは、データベースの処理能力を使用して変換
を実行した後に、ステージング領域からデータを抽出し、ユーザー表にデータをロードします。そ
のため、変換のパフォーマンスを標準的なETLアーキテクチャより何倍も向上させることができます。
また、中間層の変換サーバーが不要になることで、データウェアハウス・インフラストラクチャの
総所有コストも減少します。節約されたコストは、すべてのワークロードについて全体的なパフォー
マンスを向上させるためのデータウェアハウスの構成に使用したり、収益に直結させたりすること
ができます。 
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Oracle GoldenGate 11gと既存のETLソリューションとの組合せ 

前述した“ステージング表”アプローチ以外にも、いくつかの異なる方法でOracle GoldenGateを既存
のETLシステムと組み合わせて使用できます。 

• マイクロバッチ用のフラット・ファイルを生成する方法：Oracle GoldenGateリアルタイムの変
更データをミニバッチまたはマイクロバッチのフラット・ファイル形式で既存のETLソリューショ
ンに（1分間隔などで）提供できます。フラット・ファイルはETLソリューションで変換されてユー
ザー表にロードされます。オーバーヘッドが大きいETLデータ抽出方式を使用するのではなく、
Oracle GoldenGateの影響の小さいリアルタイム・データ取得を使用して、変換処理およびロード
処理にデータを提供します。ユーザー表に対するエンド・ツー・エンドのデータ待機時間は、変
換の頻度および既存のETLソリューションの処理速度によって異なります。 

• エンタープライズ・メッセージング・システムに配信する方法：Oracle GoldenGateは、ソース
OLTPシステムからのリアルタイム・データをJava Message Serviceのメッセージ・キューか、XML
またはデリミタ付きテキスト形式のトピックにパブリッシュすることもできます。ETLシステムは
変換とロードを実行する前に、そこから変更データをリアルタイムで受信できます。 

Oracle GoldenGateのリアルタイムCDC機能とETLソリューションまたはELTソリューションを組み
合わせると、ソースOLTPシステム上での新しいトランザクションを迅速かつ小さい影響で取得でき
ます。ETLの抽出処理によって発生するオーバーヘッドと比較すると、この複合ソリューションを使
用するほうが、費用対効果が高く効率的な方式でタイムリーな情報にアクセスできます。 

リアルタイム・データハウスにOracle GoldenGateを使用した顧客の成功事例 

現在、多数の企業でリアルタイム・データウェアハウスの効果が確認されています。その中には銀
行業、金融サービス業、航空旅客業、電気通信業、製造業、小売業、電子商取引業の主要企業が含
まれています。 

これらの企業は、データウェアハウスを戦略および業務上の意志決定プロセスに不可欠な要素へと
変えることで、さらに高いレベルに推し進めています。そして、顧客満足度のレベル、および業務
の効率性において著しい成果を上げ、最終的に収益の大幅増を達成しています。 

この後のサブセクションでは、こうした成功事例を2つ紹介します。 

セキュリティと収益の分析、および不正行為対策ができるように、携帯電話通信に対する

リアルタイムの課金トランザクション2000億件を一元化したMegaFonの事例 

2002年5月に設立されたMegaFonは、ロシア全域はもとより、アブハズ自治共和国、南オセチア、
タジキスタンにまで及ぶ通信網を所有するロシア唯一の電気通信事業者です。国内で初めて3Gの商
用運用を開始した会社がMegaFonです。現在はモバイル・インターネット・ソリューションでロシ
アのトップ・プロバイダとなり、有効な加入者の数で第2位にランクされています（2011年末時点で
前年比9.6％増の6280万人）。 

 

  

13 



オペレーショナル・データウェアハウスのためのデータ統合アーキテクチャ 
 

課題 

事業を拡大中のMegaFonは、最近ロシアの携帯電話会社、Synterraを買収しました。買収当時、
Synterraの課金情報は、ロシア全域を8つに分けた地域別課金システムにばらばらに存在していまし
た。複数の固定セグメントおよびワイヤレス・セグメントでMegaFonが成長し続けるためには、種
類の異なる複数のデータベースに対応したデータ中心型ITアーキテクチャを導入し、正確で信頼でき
るタイムリーなデータを社内のすべての部門に提供できるようにする必要がありました。たとえば、
MegaFonが必要としていたのは、携帯電話契約者のプロファイル・データに基づくスマートなマー
ケティング・キャンペーンを実施でき、リアルタイムの応答分析もできる機能です。このような機
能があれば、転換率とユーザー1人あたりの平均収益を最大化して成長を促進できるからです。さら
に、携帯電話による不正行為の検出機能を改良するとともにモバイル・セキュリティ機能を強化す
るために、顧客のリアルタイム・データをビジネス・クリティカルな分析用サブシステムに配信で
きるようにする必要もありました。 

ソリューション 

MegaFonはOracle GoldenGate 11gを導入し、何十億件もの月次トランザクションを8つの地域別課金
システムから抽出できるようにしました。データは統合されてOracle Database 11g Enterprise Edition
に一元化され、収益、不正行為、セキュリティの分析を行うビジネス・クリティカルなサブシステム
に配信されるようになりました。MegaFonがOracleソリューションを選択した理由は、パフォーマン
ス、実装のしやすさ、使いやすさ、スケーラビリティ、および優れた管理性にあります。MegaFon
は予算内で容易に実装を完了し、システム・パフォーマンスの最適化は最小限で済みました。 

このソリューションにより、既存のOracleのSiebel Customer Relationship Managementアプリケー
ションの情報と、種類の異なる課金データベースの情報とが統合され、携帯電話の契約者基盤をあ
らゆる角度から観察できるようになり、顧客の情報をより詳しく把握できるようになりました。
Oracle GoldenGate 11gを導入したことで、Megafonはデータ中心型ITアーキテクチャを実装でき、
精度と信頼性が向上したタイムリーなデータを販売部門、マーケティング部門、顧客対応部門、お
よびその他の部門に提供できるようになりました。今ではロシア全域に点在するMegaFonの多数の
オフィスおよびデータセンターが、イベント（特に、潜在的なモバイル・セキュリティの問題およ
び不正行為の問題）に迅速に対応できるようになりました。ビジネス情報の一元化が進み、リアル
タイム・レポートへのアクセスが合理化されたおかげです。 

また、強化された契約者情報に基づいて高度なターゲット・マーケティング・キャンペーンを実施
することもできるようになったため、MegaFonはシェアを最大限に拡大させることができ、継続的
な成長が容易になりました。営業所やデータセンターはキー・パフォーマンス・インディケーター
にリアルタイムでアクセスできるようになり、それぞれの戦略目標の達成と業績拡大がしやすくな
りました。この他に、収益増加、顧客情報、セキュリティの要件への対応に必要なビジネス固有の
課金データ分析（収益保証、顧客分析、不正検出など）もできるようになりました。 

そのうえ、IT部門にもOracleのソリューションの導入メリットがありました。タスク（業務系のレポー
トや分析など）の負荷が、課金および運用をサポートするシステムから新しい集中管理データベー
スに移行され、ITリソースの使用が最適化されました。MegaFonのエンジニアが1人でOracle 
GoldenGate 11gのインフラストラクチャ全体をメンテナンスできるようになったことで、総所有コ
ストも低下しています。 
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リアルタイム・データ統合を実装した結果、MegaFonは課金データおよび顧客データに対してさら
に高度なビジネス固有の分析ができるようになり、ビジネス上の意志決定の質が向上し、ターゲッ
トをさらに絞り込んだマーケティングが容易になり、継続的に成長しています。 

Avea İletişim Hizmetleri A.Ş.の事例：データベース圧縮、レポート作成、およびキャンペーン

分析の最適化 

Avea İletişim Hizmetleri A.Ş.はトルコで唯一のGSM 1800携帯電話事業者で、トルコの人口の97%に次
世代通信網を使用してサービスを提供しています。199か国とローミング契約を結ぶAveaは急速に成
長しており、2012年の中盤時点現在での契約者数は1300万人となっています。 

課題 

Aveaは携帯電話番号ポータビリティや3Gネットワーク・サービスといった新しいサービスを統合で
きるオープンなテレコミュニケーション・プラットフォームを構築することにしました。同社の目
標は、効率的かつ柔軟なデータウェアハウスを構築し、高速なレポート作成と全社のビジネス・デー
タへの迅速なアクセスを実現することでした。また、新しいデータウェアハウス・ソリューション
を使用して、ターゲットとする利用者をさらに絞り込み、キャンペーン後の分析をより詳しく行う
ことで、テレコミュニケーション・キャンペーンの管理を改善したいと考えていました。 

「オラクルはデータ統合とデータ・アクセスに最適なツールを提供しています。当社のプロセスでは、
どのステップにもオラクルのソフトウェアと専門技術が活用されています。オラクルは当社が本当
にしなければならないこと、つまりデータの変換、ビジネス・ルールの適用、そして最終的にはお
客様への支援を実行できるようにしてくれました」 

Avea、Mustafa Sabri Çikrikci 

ソリューション 

AveaはOracle GoldenGateを使用して多様なシステムからデータを移動し、Oracle Database 11gに中
央リポジトリを作成し、データ・アクセスのパフォーマンスを5つの要因で向上させました。同社は、
Oracle Exadata Database MachineとOracle Database 11gの高度なデータ圧縮機能を使用して、40テ
ラバイトのデータをわずか10テラバイトに削減しました。 

AveaはOracle Data Integratorを活用してAveaの抽出、変換、ロード処理を最適化し、ETLバッチ時間
枠を30％以上短縮しました。オラクルの完全なソリューションを導入したことで、プラットフォー
ム、ソース・システム、およびオペレーショナル・データ・ストアがOracle GoldenGateによって統
合され、同社のレポート作成のパフォーマンスは3～10倍も向上しました。 

AveaはOracle Business Intelligence Enterprise Editionの高度な可視化機能と分析機能も活用し、同社
のすべての電気通信事業からのデータをより効率的かつ詳細に分析できるようにしました。事業者、
場所、料金体系、明細請求書、加入者、および顧客に関するエンティティを持つ、電気通信事業者
固有のデータ・モデルを構築することで、同社はプロモーション・キャンペーンをより正確に分析
できるようになりました。 

オラクルのソリューションを実装した結果、Aveaはデータウェアハウスのメンテナンス・プロセス
の大半を自動化し、メンテナンスに要する労力を半分近くに削減しました。 
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結論 

現在の競争の激しいビジネス環境で勝ち続けるには、優れた意志決定が必要です。ただし、それは
組織のトップ・レベルだけでの話ではありません。オペレーショナル・データウェアハウスを使用
すると、組織内のすべてのユーザーが適切なタイミングで情報にアクセスして対応できます。この
リアルタイム・データウェアハウスの構築と維持には、待機時間の短い連続したデータ取得と配信
を行うインフラストラクチャが必要です。Oracle GoldenGate 11gは、OLTPシステムからデータウェ
アハウスに最新のトランザクション・データを1秒未満の待機時間でソース・システムに影響を与え
ずに連続して供給するための包括的な機能を提供します。 

Oracle GoldenGate のおもな利点は次のとおりです。 

• より高度で俊敏なBIを可能にするリアルタイム・データ 

• データベース・トランザクション・ログの読取りによる影響が小さく、高パフォーマンスのデー
タ統合 

• バッチ時間枠または中間層サーバーの使用が不要 

• Oracle Data Integrator EE 11gとの統合による高パフォーマンスのELTアーキテクチャの実現 

• 大量データと異種性のサポート 

• リアルタイムかつ影響の小さいデータ取得による既存のETLソリューションの機能強化 

• 抜群の柔軟性、実装、メンテナンスの容易さ 

• システム停止後の確実なデータ・リカバリ 

• 読取り一貫性と参照整合性を維持するデータ移動機能 

最新のBIを日々の業務に活用する組織では、業務の質、生産性、顧客サービスの大幅な向上が確認さ
れています。 
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